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催
　
し

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧
企
画
展

「
村
永
定
観
―
内
に
秘
め
た

日
本
画
へ
の
情
熱
―
」

■�

期
間
＝
４
月
28
日（
土
）～
６
月
30
日

（
土
）

■
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
水
曜
日
は
休
館
（
５
月
２
日
を
除
く
）

■
入
館
料
＝
大
人　

３
０
０
円

　
　
　
　
　

小
人　

２
０
０
円

　

村
永
定
観

（
１
９
１
９
～

１
９
９
２
）は
、

南
九
州
市
知
覧

町
出
身
の
日
本

画
家
で
す
。
今

回
新
た
に
日
本

画
10
点
や
、
掛

軸
、
モ
チ
ー
フ

に
用
い
る
た
め
に
定
観
が
収
集
し
た
郷
土

玩
具
な
ど
、
貴
重
な
資
料
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知

覧
が
収
蔵
す
る
作
品
と
夫
人
で
あ
る
村
永

眞
理
子
氏
の
絵
日
記
な
ど
を
あ
わ
せ
て
展

示
し
ま
す
。

［
問
］
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧

　

☎
０
９
９
３-

83-

４
４
３
３

知
覧
特
攻
平
和
会
館
企
画
展

「
出
撃
直
前
の
遺
書

︱
特
攻
隊
員
が
最
期
に

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
︱
」

■�

期
間
＝
４
月
28
日
（
土
）
～
７
月
16
日

（
月
）

■
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
入
館
料
＝
高
校
生
以
上　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生　
　

３
０
０
円

　

知
覧
か
ら
沖
縄
へ
向
け
て
出
撃
し
た
特

攻
隊
員
ら
が
、
出
撃
前
夜
か
ら
当
日
の
朝

に
か
け
て
書
い
た
遺
書
・
手
紙
・
日
記
18

点
（
南
九
州
市
指
定
文
化
財
）
を
、
初
め

て
一
堂
に
集
め
て
展
示
し
ま
す
。

［
問
］
知
覧
特
攻
平
和
会
館

　

☎
０
９
９
３-
83-
２
５
２
５

市
民
大
学　開

講
式
・
第
１
時
限
目

■
講
師
＝
原
口 

泉
氏　

　

大
河
ド
ラ
マ『
西
郷
ど
ん
』の
み
ど
こ
ろ

■
日
時
＝
６
月
９
日
（
土
）

　

・
開
講
式　

午
後
１
時
45
分~

　

・
講
演　
　

午
後
２
時
～
（
約
90
分
）

■
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館

■
受
講
料
＝
市
民
大
学
受
講
生　

無
料

　
　
　
　
　

当
日
券　
　

１
０
０
０
円

［
担
当
］
川 

社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

と　　　き：７月21日（土）※雨天の場合、翌日22日へ順延
と　こ　ろ：知覧まち商店街
ねぷた運行：午後７時～９時
主　　　催：知覧ねぷた祭実行委員会・南九州市商工会知覧支所北部支部
　当日は混雑が予想されます。平和公園周辺駐車場から無料シャトルバスを
ご利用ください。

≪申し込み・問い合わせ先≫　知覧ねぷた祭実行委員会事務局（ 知  商工観光課内）

　実行委員会では、祭り当日に笛や太鼓、すり鐘で盛り
上げていただける方を募集しています。
■対象者＝市内在住の小学生以上
■定　員＝各30人
※定員になり次第、申し込みを締め切ります。
※練習日　７月18日（水）、19日（木）２日間
※笛隊のみ、上記以外にも２回練習会があります。
　６月27日（水）、７月４日（水）
■その他＝
　・�練習に参加されていない方の祭り当日の参加は認め
ません。

　・笛隊の申込者には、「ねぷた笛」を進呈します。
■申込期限＝６月４日（月）

　実行委員会では、祭り当日に踊り連に参加できる
団体を募集します。
　友達や会社仲間を誘って、知覧の夏の風物詩に
参加してみませんか？
■�対象者＝自前のハッピなど、祭りにふさわしい服
装を用意できる市内の団体
■その他＝
　・踊りは、創作でも結構です。
　・祭り当日、運行２時間前に全体練習をします。
　・�参加団体へ「ねぷたうちわ（鈴付）」を人数分
進呈します。

■申込期限＝６月４日（月）

「笛・太鼓・すり鐘隊」募集！ 「踊り連」募集！

第２3回知覧ねぷた祭
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【
国
民
健
康
保
険
】

①�

受
診
日
現
在
で
継
続
し
て
１
年
以
上
加

入
し
て
い
る
方

②
受
診
日
現
在
で
30
歳
以
上
の
方

③
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

④�

市
が
指
定
す
る
検
査
項
目
を
満
た
し
、

そ
の
結
果
を
市
に
情
報
提
供
で
き
る
方

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
】

①
受
診
日
現
在
加
入
し
て
い
る
方

②�

受
診
年
度
に
南
九
州
市
国
民
健
康
保
険

の
人
間
ド
ッ
ク
等
補
助
金
を
受
け
て
い

な
い
方

③
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

④�

市
が
指
定
す
る
検
査
項
目
を
満
た
し
、

そ
の
結
果
を
市
に
情
報
提
供
で
き
る
方

■
補
助
金
額
＝

・
人
間
ド
ッ
ク
・
が
ん
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　

：
２
万
５
千
円
以
内

・
脳
ド
ッ
ク
：
１
万
５
千
円
以
内

■�

申
請
方
法
＝
被
保
険
者
証
、
印
か
ん
、

受
診
者
名
義
の
預
金
通
帳
を
持
参
の

上
、
受
診
予
定
日
か
ら
２
週
間
程
度
前

ま
で
に
各
庁
舎
担
当
係
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

受
診
後
の
申
請
は
、
受
け
付
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
度
内
の
申
請
は
ド
ッ

ク
１
種
類
か
つ
１
回
限
り
で
す
。

※�

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
お
早

め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
担
当
］ 

川 

健
康
増
進
課 

保
険
係

　

 　
　

知 

・ 

頴 

支
所 

市
民
生
活
係

募
　
集

出
店
者　
募
集
！

～
え
い
の
ゴ
ッ
ソ
イ
ま
つ
り
～

　

８
月
19
日
（
日
）、
頴
娃
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
る
第
31
回
え
い
の
ゴ
ッ
ソ
イ
ま

つ
り
で
出
店
を
希
望
す
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

■�

資
格
＝
市
内
の
業
者
お
よ
び
市
に
住
所

の
あ
る
方

■
出
店
料
＝
８
千
円

※�
臨
時
営
業
許
可
申
請
料
３
千
円
（
平
成

26
年
３
月
以
前
発
行
の
仮
設
営
業
許
可

を
持
っ
て
い
る
方
は
不
要
）

※
電
気
使
用
料
２
千
円
（
使
用
者
の
み
）

■
申
込
期
間
＝
６
月
11
日（
月
）～
15
日（
金
）

■
申
込
先
＝
市
商
工
会
頴
娃
支
所

※
応
募
多
数
の
場
合
は
事
務
局
で
抽
選

［
担
当
］
知 

商
工
観
光
課 
交
流
推
進
係

文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室
事

業
生
徒
募
集

～
装
道
和
装
礼
法
子
供
教
室
～

　

浴
衣
な
ど
の
着
付
け
や
美
し
い
姿
勢
、

お
辞
儀
、
食
事
礼
法
や
言
葉
使
い
な
ど
を

学
び
ま
す
。

■
期
間
＝
７
月
14
日
（
土
）
～
計
13
回

　
　
　
　
（
第
２
・
第
４
土
曜
日
）

■
場
所
＝
ひ
ま
わ
り
館

■
時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

■
受
講
料
＝
無
料　

浴
衣
帯
一
式
貸
出

■
定
員
＝
15
人

■
服
装
＝
丸
首
シ
ャ
ツ
短
パ
ン

■
対
象
＝
小
学
生
（
男
女
問
わ
ず
）

■�

申
込
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

性
別
・
身
長
を
記
入
し
た
用
紙
を
６
月

20
日
（
水
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。　

■�

講
師
・
申
込
先
＝
松
山
洋
子
（
公
益
社

団
法
人
全
日
本
き
も
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
協
会
会
員
）

　

☎
・
FAX
０
９
９
３-

56-

０
４
４
７

お
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
等
補
助
金
制
度

～
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
方
へ
～

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
の
健
康
管
理
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を

受
診
さ
れ
た
方
に
対
し
、
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

■�

対
象
者
＝
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
方

平成30年度　スポーツ教室　【健康ヨガ教室・脂肪燃焼教室・ピラティス教室】
　普段使わない筋肉を伸ばし、ゆったりとした呼吸法で心身共にリラックス。体力アップ、骨盤矯正、
冷え性予防、ストレス解消、ダイエットにつながる汗を一緒に流してみませんか。
■�日　　時＝６～３月（全 60回予定：各教室の実施日、場所は重複しません）

教室名 曜日 時間 場所
健康ヨガ教室 火曜日 午後 8～ 9時 知覧武道館（20回）・頴娃武道館（10回）
脂肪燃焼教室 水曜日 〃 知覧武道館（20回）
ピラティス教室 火曜日 〃 川辺小学校体育館（10回）

■受 講 料＝ 3,000 円（全会場の全教室受講可能）
■�申込方法＝ 6月 5日（火）までに担当係または頴娃・知覧文化会館にある申込
書に必要事項を記入・押印し、受講料を添えて提出。
※定員になり次第、締め切ります。（先着順） ［担当］ 川  保健体育課 市民体育係
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児
童
手
当
の
受
給
に
は

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　

６
月
は
児
童
手
当
の
「
現
況
届
」
の
提

出
月
で
す
。「
現
況
届
」
の
提
出
が
な
い

場
合
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
の
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
６
月

初
旬
に
通
知
文
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内

容
を
確
認
の
上
、
６
月
中
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
郵
送
提
出
も
可
能
で
す
。

そ
の
際
、
同
封
の
宛
先
カ
ー
ド
を
切
り
取

り
、
ご
自
身
で
用
意
し
た
市
販
の
封
筒
に

82
円
切
手
と
宛
先
カ
ー
ド
を
貼
付
の
上
ご

返
送
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
の
受
付
も
可
能

で
す
が
、
郵
送
提
出
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
務
員
の
方
は
職
場
で
の
手
続

き
に
な
り
ま
す
。

［
担
当
］
川 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

　
　
　

 

知 

・ 

頴 

支
所 

福
祉
係

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康

　
保
険
（
国
保
）
の
皆
さ
ん
が
対
象
者

　

２
月
に
お
配
り
し
た
健
診
希
望
調
査
に

よ
り
、
個
別
健
診
か
集
団
健
診
の
受
診
券

が
受
診
月
の
前
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
４
月
２
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で
に
国
保
の
資
格
を
取
得
し
た
方

も
、
申
し
出
に
よ
り
受
診
で
き
ま
す
。

の
で
あ
り
、
購
入
後
の
申
請
は
不
可

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
補
助
対
象
経
費
＝
電
気
柵
資
材
費

■�

補
助
率
＝
経
費
の
３
分
の
１
以
内
（
補

助
限
度
額
３
万
円
以
内
）

※�

同
一
年
度
に
お
け
る
申
請
は
１
回
限

り
。

［
担
当
］
頴 

農
政
課 

生
産
流
通
指
導
係

　
　
　

 

知 

・ 

川 

支
所 

農
林
係

火
災
発
生
時
の
防
災
行
政
無
線

で
の
広
報
が
変
わ
り
ま
す

　

建
物
火
災
発
生
時
に
は
、
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
に
よ
る
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
６

月
１
日
よ
り
建
物
火
災
以
外
の
火
災
が
発

生
し
た
場
合
も
、
防
災
行
政
無
線
で
高
速

チ
ャ
イ
ム
と
自
動
音
声
に
よ
る
広
報
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
鎮
火
放
送
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
同
様
に
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、

火
災
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
案
内

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

火
災
の
無
い
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
担
当
］
知 

防
災
安
全
課 

消
防
係

■
費
用

○�

40
歳
に
な
ら
れ
る
方（
昭
和
53
年
４
月
２

日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
）…
無
料

○
41
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
…
８
０
０
円

【
個
別
健
診
】

■
場
所
＝
市
内
の
医
療
機
関

■
期
間
＝
６
月
～
８
月
の
う
ち
１
カ
月

※
受
診
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
集
団
健
診
】

■
場
所
＝
各
保
健
セ
ン
タ
ー

※�

同
日
、
集
団
健
診
を
受
け
る
方
は
が
ん

検
診
や
腹
部
超
音
波
検
診
な
ど
も
受
診

で
き
ま
す
。（
別
途
費
用
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
期
間
＝

○
知
覧
地
区
：
７
月
11
日（
水
）～
15
日（
日
）

○
頴
娃
地
区
：
７
月
16
日（
月
）～
19
日（
木
）

○
川
辺
地
区
：
７
月
20
日（
金
）～
24
日（
火
）

［
担
当
］
川 

健
康
増
進
課 

保
険
係

　
　
　

 

知 

保
健
セ
ン
タ
ー

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き

　

６
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
月
10
日
（
火
）

ま
で
は
労
働
保
険
料
の
「
年
度
更
新
」
申

告
・
納
付
期
間
で
す
。

　

６
月
は
じ
め
に
送
付
さ
れ
ま
す
労
働
保

険
料
申
告
書
・
納
付
書
に
よ
り
、
事
業
主

の
方
は
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

［
問
］
鹿
児
島
労
働
局 

労
働
保
険
徴
収
室

適
用
係

　

☎
０
９
９-

２
２
３-

８
２
７
６

新
生
児
聴
覚
検
査
助
成
事
業

が
始
ま
り
ま
す

　

新
生
児
聴
覚
検
査
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

聴
覚
に
異
常
が
な
い
か
早
期
に
発
見
す
る

た
め
の
検
査
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
、
両
側

の
耳
の
聞
こ
え
に
異
常
が
あ
る
お
子
さ
ん

は
１
千
人
の
う
ち
１
～
２
人
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
に
よ
り
、
聴
覚
の

異
常
を
早
期
に
発
見
し
適
切
な
治
療
を
行

う
こ
と
で
、
言
葉
の
発
達
へ
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

■�

助
成
対
象
＝
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

■�

助
成
内
容
＝
新
生
児
聴
覚
の
初
回
検
査

に
お
い
て
３
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

検
査
内
容
や
費
用
な
ど
、
詳
し
く
は
医

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川 

健
康
増
進
課 

健
康
推
進
係

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
防
止
の
た

め
の
電
気
柵
設
置
経
費
助
成

　

市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
電
気
柵
設
置

経
費
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
要
件
＝

・�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
方
で
、
販
売
目
的
で
あ
る
こ
と

・�

電
気
柵
を
設
置
す
る
農
地
が
お
お
む
ね

10
ア
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

・�

電
気
柵
の
設
置
は
新
た
に
設
置
す
る
も

案
内
サ
ー
ビ
ス
（
火
災
・
災
害
情
報
）

　
☎
０
９
９
３-

27-

０
８
７
０

　

自
動
音
声
で
、
火
災
発
生
状
況
の

案
内
を
行
い
ま
す
。
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農
薬
の
適
正
使
用
の
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す
！

　

本
市
で
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
安

心
・
安
全
・
信
頼
さ
れ
る
農
産
物
を
提
供

し
「
南
の
食
料
供
給
基
地
」
を
目
指
す
農

業
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
茶

畑
や
野
菜
畑
な
ど
で
黄
色
い
旗
を
見
か
け

た
ら
、
収
穫
間
近
の
合
図
と
な
り
ま
す
の

で
、
収
穫
10
日
前
か
収
穫
中
と
ご
理
解
い

た
だ
き
、
生
産
者
一
人
ひ
と
り
が
農
薬
使

用
の
注
意
を
促
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

［
農
薬
使
用
に
係
る
注
意
事
項
］

⑴
農
薬
飛
散
防
止
対
策  

・�

収
穫
10
日
前
に
黄
色
い
旗
を
周
囲
に
分

か
り
や
す
い
場
所
に
設
置
。

・
風
向
き
、
噴
口
の
向
き
な
ど
の
確
認
。

・�

隣
接
ほ
場
に
お
け
る
耕
作
者
同
士
の
事

前
情
報
交
換
が
最
も
有
効
な
手
段
。

⑵�

表
示
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
、
使
用
基
準
を

遵
守
す
る
こ
と
。

⑶�

散
布
後
の
ノ
ズ
ル
や
ホ
ー
ス
な
ど
散
布

器
具
は
十
分
洗
浄
す
る
こ
と
。

※�

内
径
10
㎜
、
長
さ
１
０
０
ｍ
の
散
水

ホ
ー
ス
の
内
積
は
、
約
８
㍑
に
な
り
ま

す
。

　

�

洗
浄
に
は
、
５
分
間
程
度
き
れ
い
な
水

を
流
す
。
水
量
は
、
吸
水
量
30
㍑
／
分

の
動
噴
で
約
１
５
０
㍑
必
要
に
な
り
ま

す
。

⑷�

最
終
有
効
年
月
の
過
ぎ
た
農
薬
は
使
用

行
政
に
関
す
る
悩
み
ご
と
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談

委
員
が
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
の
業
務
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
、
必
要
な
助
言
を

行
っ
た
り
、
そ
の
相
談
を
通
知
す
る
な
ど

し
て
解
決
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

・
頴
娃
地
域
：
齊
藤
耕
太
郎

　
　
　
　

☎
０
９
９
３-

38-

１
８
１
５

・
知
覧
地
域
：
福
田　

晃
己

　
　
　
　

☎
０
９
９
３-

83-

２
０
３
５

・
川
辺
地
域
：
峠
坂　

洋
昭

　
　
　
　

☎
０
９
９
３-

78-

３
６
２
１

※�

行
政
相
談
は
、
す
べ
て
の
地
域
で
い
つ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

［
担
当
］
知 

総
務
課 

行
政
係

し
な
い
こ
と
。

⑸
散
布
履
歴
は
必
ず
記
帳
す
る
こ
と
。

［
生
産
物
の
出
荷
に
係
る
注
意
事
項
］

⑴�

生
産
物
の
安
全
性
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
す

る
こ
と
。

⑵�

生
産
履
歴
の
出
荷
前
確
認
を
徹
底
す
る

こ
と
。

［
担
当
］
頴 

農
政
課 

生
産
流
通
指
導
係

　
　
　

 

知 

・ 

川 

支
所 

農
林
係

「
自
分
育
て
の 

出
前
講
座
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

地
域
や
グ
ル
ー
プ
、
事
業
所
の
学
習
会

な
ど
に
無
料
で
講
師
を
派
遣
し
ま
す
（
講

師
謝
礼
は
市
が
負
担
）。

■�

テ
ー
マ
＝
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境

づ
く
り
、
女
性
活
躍
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
人
権
教
育
、
地
域
づ
く
り
や
男
女
共

同
参
画
な
ど
『
す
べ
て
の
人
が
性
別
に

関
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
』
づ

く
り
に
つ
な
が
る
も
の

■�

対
象
＝
お
お
む
ね
10
人
以
上
参
加
で
き

る
市
内
の
事
業
所
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ

（
会
社
、自
治
会
、学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、サ
ー

ク
ル
な
ど
）

■�

申
込
方
法
＝
担
当
係
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
係
に
置
い
て
あ
る
申
込
書
を
、

開
催
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
提
出

※�

申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

［
担
当
］
知 

企
画
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

自
死
対
策
：「
わ
か
ち
あ
い
の
会
」

　

大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
し
た
方
が
対

象
で
す
。

　

誰
に
も
話
せ
ず
、
つ
ら
い
悲
し
み
を
一

人
で
抱
え
て
苦
し
ん
で
い
る
方
、
お
話
し

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
＝
５
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

■
場
所
＝
ふ
れ
あ
い
か
せ
だ
２
階

［
問
］
平
神

　

☎
０
９
０-

４
３
５
７-

２
４
５
９

相
　
談

特
設
人
権
相
談
所

　

特
設
人
権
相
談
所
は
家
庭
内
（
結
婚
、

夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
）
や
隣
近
所

の
も
め
ご
と
の
ほ
か
、
一
般
民
事
事
件
、

人
権
や
法
律
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
、
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
７
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
＝
頴 
保
健
セ
ン
タ
ー

［
問
］
鹿
児
島
地
方
法
務
局 

知
覧
支
局

　

☎
０
９
９
３-

83-
２
２
０
８
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

■
開
催
日
・
場
所
＝

・
６
月
18
日
（
月
）
知 

保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
月
23
日
（
月
）
頴 

保
健
セ
ン
タ
ー

■
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝

　

児
玉　

さ
ら
先
生
（
臨
床
心
理
士
）

［
予
約
・
問
］
知 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
３-

58-

７
２
２
１

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

○
県
助
産
師
会

　

☎
０
９
９-

２
１
０-

７
５
５
９

　

�

受
付
時
間
：
火
・
木
・
土
・
日
曜
日
の

午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
各
県
保
健
所

　

�

電
話
や
面
談
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（「
女
性
健
康
支
援
セ

ン
タ
ー
」
で
検
索
）

［
問
］  

県
庁 

子
ど
も
家
庭
課

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
７
７
５

悩
み
相
談
室

　

家
庭
や
職
場
、
子
育
て
や
介
護
、
DV
や

セ
ク
ハ
ラ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

こ
と
な
ど
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応

じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
日
時
＝
６
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
５
時
（
１
人
50
分
程
度
）

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■
完
全
予
約
制
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
５
１
１

　
（
相
談
室
予
約
専
用
内
線
２
２
２
２
）

［
担
当
］
知 

企
画
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

障
害
の
お
悩
み
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す　
～
障
害
者
相
談
員
～

　

市
民
の
中
か
ら
次
の
方
を
障
害
者
相
談

員
と
し
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

・
上
村　

敏
子
＝
頴
娃
町
牧
之
内

　
　
　
　

☎
０
９
９
３-

36-

０
３
４
５

・
桑
代
ひ
と
み
＝
知
覧
町
郡

　
　
　
　

☎
０
９
９
３-

83-

４
４
０
１

・
前
薗　

義
秋
＝
川
辺
町
平
山

　
　
　
　

☎
０
９
９
３-

56-

２
９
２
２

■
知
的
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

・
新
平
ひ
と
み
＝
頴
娃
町
別
府

　
　
　
　

☎
０
９
９
３-

38-

２
１
２
１

・
福
田　

容
子
＝
知
覧
町
郡

　
　
　
　

☎
０
９
９
３-

83-

２
８
４
４

・
大
谷　

順
子
＝
川
辺
町
田
部
田

　
　
　
　

☎
０
９
９
３-

58-

３
１
３
６

［
担
当
］
川 

福
祉
課 

障
害
福
祉
係

不
妊
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
不
妊
に
関
す
る
医
学
的
・
専

門
的
な
相
談
や
心
の
悩
み
な
ど
の
相
談
窓

口
と
し
て
、
専
門
相
談
窓
口
と
一
般
相
談

窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
す
べ
て

無
料
で
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇�

専
門
相
談
窓
口
（
鹿
児
島
大
学
病
院
）

電
話
・
メ
ー
ル

〇�

一
般
相
談
窓
口
（
県
保
健
所
）  

電
話
・

面
接

※�

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（「
鹿
児
島
県　

不
妊
相
談
」

で
検
索
）

［
問
］
県
庁 

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
８
０
０

女
性
の
健
康
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す

　

妊
娠
（
予
期
し
な
い
妊
娠
を
含
む
）
や

出
産
、
子
育
て
、
DV
、
更
年
期
な
ど
、
女

性
の
心
と
体
の
健
康
に
関
す
る
相
談
に
応

突然の警告表示は
セキュリティソフトの広告かもしれません

●��パソコン操作中に突然現れる警告表示は、本当の危険やエ
ラーなどを知らせるものだけとは限らず、消費者の不安を
あおりソフトの購入手続きに誘導する「広告」の可能性が
あります。信頼できる表示かどうかわからない場合には、ク
リックしないようにしましょう。
●�困ったときは、消費生活センターなどにご相談ください。

ひとことアドバイス

【お問い合わせ】
南九州市消費生活センター（知商工観光課内）

消費生活１１
０番

■事 例 　検索サイトを見ていたときに、画面の右側にピカ

ピカと光る警告のようなものが表示された。そこには、「パ

ソコンにエラーがあるので、無料ソフトをダウンロードする

ように」と記されていたのでダウンロードすると、次に「修

復には有料で登録する必要がある」という画面が出た。すぐ

に画面を閉じたが、パソコンを立ち上げるたびに警告画面

が表示される。（60歳代　男性）
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第２次総合計画を策定しました！
　平成 30年度から新たに『人と自然が共生する　活気あふれる　住みよいまち　南九州市』を将来都市像に掲
げた第２次総合計画がスタートしました。
　これからの 10年間は、本市の恵まれた自然環境の中で、地域資源を受け継ぎながら、新たな魅力を引き出し、
伝統ある地場産業、貴重な歴史・文化遺産などを最大限に活かしたまちづくりを進めていきます。
　計画書（本編・概要版）は市ホームページに掲載しております。
≪施策体系図≫

将　来
都市像 　人と自然が共生する　活気あふれる　住みよいまち　南九州市

基
　
本
　
目
　
標

「人と人」、「地域と人」
が交流し、こころ豊
かで魅力あるまち

ひ　と
市民との協働を一層推進し、市民一人ひとりが主役となった
まちづくりに取り組むことにより、地域コミュニティを活性
化することを目指します。

安心・安全でいきい
きと健康に暮らせる
まち

地域資源を活かした
産業が盛んなまち

ま　ち

活　力

人口減少と少子高齢化が進む中で、医療・福祉・介護などの
体制を充実させ、市民一人ひとりが安心して、健康で快適に
暮らし続けることのできる環境づくりを目指します。

本市の基幹産業である農業を核とし、商工業の持続的な発展
を促進するとともに、中小企業の活性化、新たな産業の創出
など、地域産業を支える産業の振興を図ります。

分
　
野
　
別
　
目
　
標

農　　林 豊かな自然　活力ある農村　未来に向けて発展する　まちづくり

商工観光

社会基盤

生活環境

保健福祉

教育文化

協働参画

魅力と活力にあふれ　にぎわう　まちづくり　　　　　　　　　

人と物が行き交い　快適で暮らしやすい　まちづくり　　　　　

安全で安心して　住みやすい　まちづくり　　　　　　　　　　

みんなで支え合い　いきいきと健やかに暮らせる　まちづくり　

心の豊かさと創造力を育む　教育・文化の　まちづくり　　　　

みんなで創る　協働と自立の　まちづくり　　　　　　　　　　

［担当］知  企画課 企画係

平成 30年度補助金額

人槽

１施設に対する補助金

新規 汲取りからの
入れ替え

単独処理浄化槽からの入れ替え
単独処理浄化槽を撤
去しない場合

単独処理浄化槽を撤
去する場合（上限）

5人槽 166,000 円 432,000 円 482,000 円 572,000円

7人槽 207,000 円 514,000 円 564,000 円 654,000円

10人槽 274,000 円 648,000 円 698,000 円 788,000円

合併処理浄化槽への転換のお願い
　南九州市では、合併処理浄化槽へ切り替える際の補助金制度を設けています。
　より良い水辺環境をつくるため、全ての生活排水を浄化し、単独処理浄化槽より８倍もきれいな水を
放流する合併処理浄化槽（下水道および農業集落排水区域の方はその施設）への切り替えをぜひご検討
ください！

［担当］川  市民生活課 生活環境係
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募集種目 資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 男子 採用予定月の１日現在
18歳以上 27歳未満
（中卒高卒問わず）

年間を通じて
行っております ９月 22日（土）

女子

７月１日（日）
～

９月７日（金）

受付時にお知らせします

一般曹候補生
Ｈ 31．４．１現在
18歳以上 27歳未満
（中卒高卒問わず）

１次：  ９月 22日（土）
２次：�10 月 12日（金）～ 14日（日）
（いずれか１日指定）

航空学生 高卒（見込含）以上
21歳未満

１次：  ９月 17日（月）
２次：１次合格後通知
３次：２次合格後通知

【お問い合わせ先】自衛隊鹿児島地方協力本部　知覧分駐所（南九州市役所内）☎ 0993-83-1811
　　　　　　　　  南九州市役所　知  防災安全課 消防係

平成30年度　自衛官募集説明会
　自衛隊知覧分駐所では、次の日程で自衛官募集説明会を開催し
ます。当日はビデオ放映、各種資料により説明します。自衛官に
関心のある方（就活中・学生・保護者など）は、お気軽にお越し
ください。
■開催日時＝第 1回：７月７日（土）午前 10時～正午
　　　　　　第 2回：８月５日（日）午後　2時～ 4時
■場　　所＝ちらん夢郷館　専門技術研修室

あなたの地域の夢は何！？
　皆さんは、自分が所属する自治会（集落）活動を楽しんでいますか。
同じ地域に住む人々が、日々のあいさつや季節ごとのさまざまな行事を
通して親睦を図り、互いに助け合い励まし合いながら生活することは、
子育てをする上でも人生を豊かにする上でも大切な営みです。
　しかし、少子高齢化に伴い大切な自治会（集落）活動の運営が困難に
なったり、役員の担い手が不足したりする現象が既に南九州市の各地で
も発生し、今後ますます加速することが予測されています。

集落支援員として配置されました　齋
さいとう

藤　博
ひろし

　と申します。
平成 14 年度から平成 17 年度まで旧知覧町教育委員会社会教育課で課長
として 4年間勤務しておりました。当時、子ども会や PTA、公民館活動
でお世話になりました皆さまと共に、今後は南九州市全域の発展を願っ
て微力ながら邁進してまいります。よろしくお願いいたします。

≪プチプロフィール≫
・大阪出身　・元小学校教員　・絵を描くのが好き　・各種創作好き
・音楽活動好き　・バッテラ好き

　市企画課のまちづくり推進係では、平成 30年度の重点施策の一つに「地区コミュ
ニティプラットフォーム」の構築をあげています。これは、自治会や地区公民館の役
割や役員体制を再検討したり、地域住民による地域住民のための自治活動を推進した
りするために、国が推進している「地方創生」事業の一環としての『集落支援員』を
新たに配置して、個別にサポートしていこうとするものです。
　10年後 20年後に自分の地域がどのようになっているのかをイメージしながら、今、
何を始めなければならないのかを皆さんと共に考えていきましょう。

［担当］知  企画課 まちづくり推進係


